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里山 
 

志摩磯部町から⿃⽻駅まで、厳しかったが、何とかクリアー。 

いい宿が、⾒つかれば、いいのだがと、⿃⽻駅、観光案内所へ、⼆⼈の若い親切な応対。 

ひとり旅の主旨を伝えると、サイクリングマップなど、いろいろ親切に。 

早⽴ち。朝⾷をゆっくりする時間が勿体ない。リーズナブルな素泊まり宿が所望。 

 

ビジネスホテルの空きは、ないとのこと。左⼿、山手からの光景は、⽬に付けていた。 

尋ねると、⼭の中腹のホテル、空室があるとの回答。素泊りプランもある由。 

電話応対が⾒事で、即断即決。ママチャリを押して、⼭の中腹のホテルへ。チェックイン。 

扇芳閣。ホテルマンの応対が、第⼀印象として、気持ち好かった。 

旅の主旨を⾔って、早⽴ちを報告。⽀払いを済ませた。代⾦は⼊湯税を含め９千円弱。 

前味、中味、後味という⾔葉。後味
あとあじ

が最高。得した気分になった。だから、ご紹介した次第。 
下記は、部屋からの眺望。明るいうちに、街を散策しておきたい。勿論、ママチャリ。 

 

 

 

 

 



上記は、部屋のベランダからの眺望。ホテル内部も、近辺の観光始め、 

案内を含め、⼤変な時期であり、状況だろうが、親切な「おもてなし」が伝わってきた。 

⼼使いや、⼥将の⾃筆の⽂⾔も気に⼊った。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


